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実践報告（関係機関実習） 
 
教職員の多忙感解消を目指した学校組織強化に関する研究 
－同僚性と教職員の資質・能力の向上を通して－ 
 
松門寺 宏和（教育経営探究コース：現職教員） 
 
１．探究実習のテーマと設定の理由 
管理職との面談において明らかになった，現任校の喫緊の課題が「多忙感の解消」であることを知
り，この課題を解消すべく『 教職員の多忙感解消を目指した学校組織強化 ～同僚性と教職員の資
質・能力の向上を通して～ 』という研究テーマを設定した。これは，内に開かれた教職員集団を構築
することで，教師の孤立や精神的疲弊を防ぐとともに協働文化を創造し，資質・能力を向上させる機
会を設けるというアプローチで教職員個人と学校組織を強化することで，最終的に多忙感の解消につ
なげることを目指すことができるのではないかと考えたためである。 
 ただし，「多忙感を抱く原因」を探るなかで，「この問題は現任校だけに見られるものなのか」，「そ
うでないならばその他の学校ではどのような取り組みを行っているのか」，あるいは「指導する立場の
方々はこの問題をどのように考えており，どのような助言をしているのか」といった現任校以外の学
校の実態や，現任校を外からの視点で捉えると課題の解決にはどのような方法が考えられるのかとい
った疑問が出てきた。そのため，現任校のみならず数多くの学校を管轄している東部教育事務所と，
研修を通じて資質・能力の向上に大きな役割を果たしていると考えられる佐賀県教育センターにおい
て研修をさせていただくこととで，自らの研究を深める足場にしたいと考えている。 
 
２．探究実習の研究目標 
 佐賀県教育センター研修課と東部教育事務所における目標は以下の通りとした。 
(1)佐賀県教育センター研修課 
 佐賀県内において教育センターが果たしている役割や組織体制，業務内容を学ぶとともに，教員と
して必要な資質・能力とその向上のためにどのような研修が行われているかを学ぶ。さらには，教育
センターの講座を受講者が，自らにどのような資質・能力が必要と考え，どのような研修を受講し，
その結果，何を得ることができたのかを確認し，最後に，現任校の教職員が向上すべき資質・能力が
何であるかを探ることを目標とする。 
(2)東部教育事務所 
 現任校と同様に，多忙感に関する課題を抱えている小・中学校の実態を把握するとともに，この課
題の解消のために，管内の小・中学校ではどのような取組が行われているのかを知る。さらに，現任
校に生かすために，管内の小・中学校で見られる特色ある取組を調査・分析するとともに，多くの小・
中学校を管轄する教育事務所が，各学校の課題をどのように捉え，その原因解決のためにどのような
指導・支援を行っているのかを学ぶことで多忙感解消の糸口を探ることを目標とする。 
 
３．探究実習の概要 
 8 月末からの 10 日間を佐賀県教育センター研修課で，9 月中旬からの 10 日間を東部教育事務所で
実習を行った。 
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 佐賀県教育センターにおいては，教職員に求められる資質・能力を探ることを中心に考察を深める
ことができた。教育センターが佐賀県の教育に対して果たす役割等を学ぶとともに，過去 2 年間に実
施された研修講座のアンケートを閲覧させていただくことで，教職員に対して求められている資質・
能力と，実際に現場で働く教職員がどのような不安を抱えているのかを学ぶことができた。 
 東部教育事務所においては，多忙感の解消に向けての取組を探ることを中心に考察を深めることが
できた。所内 4 つの担当班(学力向上班・学校経営班・生徒指導班・企画・広報班)それぞれの取組を
学ぶとともに，5 つの小・中学校への学校訪問に帯同させていただいたことで，普段目にすることの
ない現任校以外の実態を直に体験し，学ぶことができた。 
 
４．探究実習の成果と課題 
 探究実習のおもな成果と課題は以下の通りである。 
(1)教職員に求められる資質・能力の向上について 
 教育センターにおける研修講座アンケートの閲覧から，教育的愛情，強い使命感，高い倫理観，豊
かな教養，教育に関する課題意識，教職に関する向上心，豊かな人間性や社会性，コミュニケーショ
ン力，同僚とチームで対応する力，地域や社会の多様な組織等と連携・協力できる力といった人間性，
人間関係形成力，専門的な知識・技能，子供理解力，学習指導力，生徒指導力といった指導的能力，
そして学級経営力，学年経営力，分掌経営力，教育課程経営力，学校経営力といった経営的能力とい
った資質・能力が教職員には求められており，これらを向上させる必要があることを学ぶことができ
た。また，これらの資質・能力を向上させるために，数多くの教職員が，教育センターの研修講座を
受講している実態を知ることができた。さらに，ここで得た知見と現任校の教職員の実態とを照らし
合わせてみると，現任校の教職員にはコミュニケーション力あるいは同僚とチームで対応する力の向
上が必要であることが明確となった。 
(2)教職員間の同僚性の構築について 
 東部教育事務所における実習で訪問させていただいた小・中学校では，同僚性の構築のために様々
な取組が行われていた。例えば，職員室の机を円形に設置して教職員同士のつながりを深めようとし
たり，授業研究会の企画・運営を，授業者が所属する学年の教員が担当して学年集団のつながりを深
めようとしたり，さらには授業研究会の座席を，若手教員と中堅教員，そしてベテラン教員とが一緒
になるように意図的に設定し，活発な意見交換が行われることをねらった取組を実践している学校も
見られた。このように「横のつながり」を重視し，「内に開かれた風通しのよい教職員集団を構築」す
ることで，少しでも多忙感の解消にアプローチしようというねらいが感じ取れる取組は，現任校にお
いても実践できるのではないかと考えられる。課題としては，この「横のつながり」に加えて，管理
職との「縦のつながり」を構築することを視野に入れた取組ができないかを考えてみたい。 
(3)次年度の学校変革実習に向けて 
 現任校だけの問題に限らず，今や全国の教育現場が抱える問題となっている教職員の多忙問題であ
るが，今回の関係機関実習において，やはり教職員一人ひとりが自らの資質・能力の向上に努めると
ともに，教職員間の同僚性を高めることが多忙感の解消に向けての一つの有効なアプローチになると
考えるに至った。よって次年度の学校変革実習に向け，現任校の教職員の現状分析を進めて課題を明
確にするとともに，先行研究からさらなる知見を得て，現任校の課題改善に適した手立てが取れるよ
うにしたい。 
 
